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一次仮置場・二次仮置場位置及び運行ルート図
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二次仮置場二次仮置場

宮城県南浄化センター宮城県南浄化センター

玉浦小学校玉浦小学校

玉浦中学校玉浦中学校

岩沼市陸上競技場・体育館岩沼市陸上競技場・体育館

岩沼市役所岩沼市役所

竹駒神社竹駒神社

岩沼小学校岩沼小学校

岩沼西小学校岩沼西小学校

岩沼西中学校岩沼西中学校

ハナトピア岩沼ハナトピア岩沼

宮城県名取高校宮城県名取高校

南東北病院南東北病院

岩沼市消防署岩沼市消防署

岩沼中学校岩沼中学校

ＮＯ,１１ＮＯ,１１

－ 凡例 －

… 一次仮置場

… 運行ルート

… 二次仮置場

 

災害廃棄物等の発生量

項　　目

災害廃棄物

津波堆積物

岩沼処理区

対象量
県全体に
対する比率

683 万トン 34 万トン 5 %

21 %

業務対象量廃棄物の種類

可燃物
木くず

粗大・混合ごみ

粗大・混合ごみ

不燃物

コンクリートくず

アスファルトくず

金属くず

合計

2万トン

1万トン

9万トン

0万トン

2万トン

20万トン

34万トン

災害廃棄物発生量

宮城県全体
（県受託分）

237 万トン 50 万トン

宮城県災害廃棄物処理実行計画（第二次案）平成24年7月

見直し　処理対象量

分級残渣

焼却処理

再利用
再生利用

最終処分

二次仮置場受入

一次選別
重機

一次選別
人力

二次選別
磁力・分級

二次選別
人力ピッキング

二次選別
重力

処理計画概要

再生利用物及び
処分物の運搬

全廃棄物の
運搬

廃棄物 :381千トン
津波堆積物:826千ｍ3

廃棄廃棄物 :244:244千トントン

津波堆積物津波堆積物:694:694千ｍ3

岩沼市震災現場沼市震災現場 二次仮置場二次仮置場
再生利用先再生利用先
最終処分先最終処分先

緊急及び一次仮置場
（市内各所）

一次仮置場から
直接運搬

廃棄物廃棄物:137:137千トントン
津波堆積波堆積物:132:132千ｍ3

：県業務範囲：県による運搬 ：市による運搬

業務範囲

（数量は 平成23年8月プロポーザル発注時点推計量）

業務番号 ： 平成２３年度　環災第１－２６２号

業務名称 ： 災害廃棄物処理業務 （亘理名取ブロック （岩沼処理区））

委　託　者 ： 宮城県環境生活部震災廃棄物対策課

受　託　者 ： 間組 ・ 奥田建設 ・ 上の組 ・ 春山建設 ・ 佐藤建設 特定業務共同企業体

業務期間 ： 平成２３年１０月１９日～平成２６年３月２５日



一次選別　重機

津波堆積物

廃棄物

分別 ・土質改良

土砂 ・改良土

二次選別　分級

二次選別　人力選別

二次選別　風力

不燃残渣 焼却前破砕 焼却処理 造粒固化

復興資材利用復興資材利用復興資材利用

有価売却
金属原料
有価売却
金属原料
有価売却
金属原料

復興資材利用復興資材利用復興資材利用

主灰造粒固化品主灰造粒固化品主灰造粒固化品

不燃残渣
飛灰

不燃残渣
飛灰

不燃残渣
飛灰

再生利用再生利用再生利用

二次仮置場
受入れ

二次仮置場
受入れ

二次仮置場
受入れ

フォーク

油圧カッター

マグネット

ニブラ

用途に応じ交換

コンクリートがら破砕

岩沼市
震災現場
岩沼市

震災現場
岩沼市

震災現場

再生利用 ・
有価売却
再生利用 ・
有価売却
再生利用 ・
有価売却

一次仮置場一次仮置場一次仮置場

ピッキングライン 床選別

土砂土砂土砂

ボード原料・製紙原料・燃料ボード原料・製紙原料・燃料ボード原料・製紙原料・燃料

木くず木くず木くず

再生砕石再生砕石再生砕石

金属金属金属

管理型最終処分管理型最終処分管理型最終処分

復興資材利用復興資材利用復興資材利用

飛灰

主灰

陶磁器・ガラス等陶磁器・ガラス等陶磁器・ガラス等
安定型最終処分安定型最終処分安定型最終処分

処理フロー処理フロー処理フロー



二次仮置場施設概要図二次仮置場施設概要図二次仮置場施設概要図
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木材貯留ヤード 【自然木】 木材貯留ヤード 【廃材】混合廃棄物
津波堆積物
貯留ヤード

混合廃棄物コンクリートがら混合廃棄物
津波堆積物
貯留ヤード

事務所棟事務所棟事務所棟

太陽光
発電設備
太陽光

発電設備
太陽光

発電設備

厚生棟厚生棟厚生棟

安全広場安全広場安全広場

入場受付所入場受付所入場受付所

焼却炉事務所焼却炉事務所焼却炉事務所

風力 ・ アルミ
選別ライン

風力 ・ アルミ
選別ライン

風力 ・ アルミ
選別ライン

監視室監視室監視室

コンクリートがら
破砕機

コンクリートがら
破砕機

コンクリートがら
破砕機

磁力選別ライン磁力選別ライン磁力選別ライン

門扉門扉門扉

門扉門扉門扉

中間処理ヤード

コンクリートがら
破砕ヤード

計量設備
（搬入量管理）

計量設備
（焼却量管理）

有害廃棄物
貯留ヤード

木材洗浄
ヤード

焼却灰貯留テント

津波堆積物
選別 ・分級ヤード

津波堆積物

混合廃棄物

二次選別 ：風力 ・ アルミ選別

二次選別 ：分級磁力選別

一次選別 ：人力選別

一次選別 ：重機選別

二次選別：人力選別ピッキングライン



仮設焼却炉　概要仮設焼却炉　概要仮設焼却炉　概要

炉形式

焼却能力

処理する災害廃棄物の種類

工事期間

焼却温度 ・ 滞留時間

燃焼ガス冷却設備

排ガス処理設備

稼動時間 （年間稼動日数）

排ガス管理基準値

１， ２号焼却炉 ： 固定床式ストーカ炉 （連続燃焼式）
３号焼却炉　　　： ロータリーキルン炉   （連続燃焼式）

１， ２号焼却炉 ： ５０t / 日 ×２炉
３号焼却炉　　　： ９５t / 日 ×１炉

１， ２号焼却炉 ： ５．８ （K値） 以下
３号焼却炉　　　： ６．２ （K値） 以下

廃木材、 可燃性粗大ごみ、 流木、 廃プラスチック等

３．５ヶ月 （現場工事期間）

８５０℃、 ２秒

水噴射式減温塔

乾式有害ガス除去装置＋バグフィルタ方式

２４時間連続稼動 （３００日稼動 / 年間）

硫黄酸化物量

窒素酸化物濃度

ばいじん濃度

塩化水素濃度

ダイオキシン類濃度

一酸化炭素濃度

２５０ ppm 以下 （酸素濃度 １２％換算乾き）

（酸素濃度 １２％換算乾き）

（酸素濃度 １２％換算乾き）（1 時間平均値）

（酸素濃度 １２％換算乾き）

（酸素濃度 １２％換算乾き）

０．０８g/㎥N 以下

９０ ppm 以下

1．０ ng-TEQ/㎥N 以下

１００ ppm 以下

（消石灰）
（活性炭）

飛灰処理

場外搬出場外搬出灰冷却装置

（重金属安定化剤）
誘引ファン

バグフィルタバグフィルタバグフィルタ

災害廃棄物
（可燃物）

噴射水
（井水）

煙
突
煙
突
煙
突

減
温
塔

減
温
塔

減
温
塔

再
燃
焼
室

再
燃
焼
室

再
燃
焼
室

焼却ファン
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固形物投入機固形物投入機固形物投入機

灰出プッシャ

攪拌装置

燃焼路燃焼路燃焼路

ガス冷却室ガス冷却室ガス冷却室

二次送風機

二次燃焼室

灰出プッシャー

固定床火格子

焼却炉

バーナ
（灯油）

（消石灰）
（活性炭）

飛灰処理

場外搬出場外搬出灰冷却装置

（重金属安定化剤）
誘引通風機

バグフィルタバグフィルタバグフィルタ

押込送風機

災害廃棄物
（可燃物）

噴射水
（井水）

排
気
筒

排
気
筒

排
気
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ロータリーキルン炉　設備フロー

固定床式ストーカ炉　設備フロー

　本仮設焼却炉では焼却処理により廃棄物の無害化 ・ 減容化が図られます。 燃焼方式として固
定床式ストーカ炉 (1,2 号炉 ) とロータリーキルン炉 (3 号炉 ) の 2 種類の方式を採用しており、 多
様なごみ質に対応可能です。 焼却により発生する排ガスは、 排ガス処理設備 ( 乾式有害ガス除
去装置＋バグフィルタ方式 ) にて管理基準値以下まで処理されます。 燃焼ガス温度、 ばいじん濃
度、 一酸化炭素濃度などの数値は常時監視 ・ 記録を行います。

施設概要
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岩　沼　市　震　災　復　興　計　画

１．基本理念

２．計画期間

　これまで岩沼市では、多くの市民が共感し共有できるまちづくりへの想いとして

　『　　のあるまち　いわぬま～参画と連携で育むまちづくり～』を掲げ、市民と行政がそ

れぞれの立場で主体的に、かつお互いが理解し合い協力してまちづくりに取組んできまし

た。

　震災復興にあたっても岩沼市新総合計画に掲げた理念を踏まえ、次の復興ビジョンと４

つの基本理念に基づいて、震災復興に取組みます。

　本計画の計画期間は、平成 23 年度から 29 年度までの 7 年間とします。

　長期的な視点に立った基本理念を実現するため、復旧期・復興期・発展期を設定し、ス

ピード感を持って各種事務事業に取組みます。

チーム岩沼、オール岩沼、

オールジャパン

チーム岩沼、オール岩沼、

オールジャパン

復興ビジョン

愛と希望の復興

歴史を大切にした安全 ・

安心な市域づくり

歴史を大切にした安全 ・

安心な市域づくり

岩沼の個性、 特性を活かした

産業の再構築

岩沼の個性、 特性を活かした

産業の再構築

時代を先取りした先進的な

復興モデル

時代を先取りした先進的な

復興モデル

復旧期復旧期復旧期

平成

23 年度

平成

24 年度

平成

25 年度

平成

26 年度

平成

27 年度

平成

28 年度

平成

29 年度

（参考）（参考）

復興期復興期復興期

発展期発展期発展期

次期総合計画　計画期間次期総合計画　計画期間次期総合計画　計画期間
岩沼市新総合計画

計画期間

岩沼市新総合計画

計画期間

岩沼市新総合計画

計画期間
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